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取組事例の名称 平成23年度 釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）ケーソン撤去工事  

概
要 

対象 被災ケーソン撤去 

種別 
□救援    □機能回復   □新・増設   □復興 

■その他 （                             ） 

規模 被災ケーソン L30m*B17.5m*H21.0m (Con:4,142m3, 中詰4,626m3)  

 

 

実施会社 東亜建設工業（株） 

実施場所   岩手  県    釜石     市 

発注者 国土交通省 東北地方整備局 釜石港湾事務所 

1.工事等取組の目的及び概要と採用した技術名称 

本工事は、釜石港湾口地区湾口防波堤の災害復旧として、被災したｽﾘｯﾄｹｰｿﾝ（1函）の撤去を行うものであ

る。 

このｽﾘｯﾄｹｰｿﾝを撤去するために硬土盤用ｸﾞﾗﾌﾞ浚渫を使用した。まずｸﾞﾗﾌﾞ浚渫船に55t砕岩棒を装着しｽﾘｯﾄ

ｹｰｿﾝを破砕し、破砕後にﾍﾋﾞｰ級硬土盤用ﾊﾞｹｯﾄ(9.0m3,90t)を装着してｺﾝｸﾘｰﾄ塊の撤去を実施した。撤去したｺ

ﾝｸﾘｰﾄ塊は所定の場所にてﾊﾞｯｸﾎｳを使用して揚土した。 

 

2.当該技術を採用した理由、当該技術に期待した成果 

今回の撤去工事おいてはﾍﾋﾞｰ級鋼D7.5m3の硬土盤用のﾊﾞｹｯﾄが仕様書で指定されている中で、撤去時のﾊﾞｹｯ

ﾄ本体の破損を防止するために、剛性が高く容重比(容量/重量)の比較的大きいﾊﾞｹｯﾄを選定した。これにより

ﾊﾞｹｯﾄ本体の損傷を防止し工期内に完全に撤去することを期待した。 

 

 

 

（写真、イラスト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾍﾋﾞｰ級硬土盤用ﾊﾞｹｯﾄによる撤去状況        ﾊﾞｯｸﾎｳと大型ﾌﾞﾚｰｶによる揚土状況 

2013日建連土木工事技術委員会環境技術部会 



(2/2) 

取組事例の名称 平成23年度 釜石港湾口地区湾口防波堤（災害復旧）ケーソン撤去工事  

3.工事等の実施に当たっての課題や留意した事項、苦労した事柄・教訓 

・特にｽﾘｯﾄ部の撤去においては、実際ｹｰｿﾝが大きく傾斜（約25度）していたことからﾊﾞｹｯﾄ全体で均一にｽﾘｯﾄ

部を掴むことができず、ﾊﾞｹｯﾄ爪の一部に集中的に荷重が掛かったことが原因で、ﾊﾞｹｯﾄ本体の損傷は免が

れたもののﾊﾞｹｯﾄ爪が損傷し、撤去作業中に計6回修理を要した。 

・傾斜したｹｰｿﾝを破砕するにあたって砕岩棒がｹｰｿﾝ上を滑って本船に激突しないように、最初は落下高さを

抑えて水上部に露出したところから徐々にｹｰｿﾝを破砕し、砕岩棒を滑落させないように水平な面を広げな

がら撤去していった。またｽﾘｯﾄの中深くに砕岩棒を落とし込まないように（取り出せなくなる危険があっ

た）、ｽﾘｯﾄ壁と砕岩棒の位置をｸﾞﾗﾌﾞ浚渫船の位置管理ｼｽﾃﾑで慎重に管理するとともに、毎回打撃前に砕岩

棒を下げてｽﾘｯﾄ壁に直接当たることを確認しながら破砕作業を繰り返した。 

・ﾊﾞｯｸﾎｳで揚土できる大きさは１ｍ3/個程度である。それ以上のものがたまに撤去されることがあった。そ

のため土運船の中で大型ﾌﾞﾚｰｶを使用して1m3/個以下の大きさに小割してからﾊﾞｯｸﾎｳで揚土した。 

4.実施後の成果に対する発注者や地元住民等の評価 

・日本で最大規模の湾口防波堤であって、波浪条件の厳しい外洋での傾いたｽﾘｯﾄｹｰｿﾝの撤去という前例のな

い工事において工期内に撤去を終え、この種の実績を作ったことに発注者より評価を受けた。 

 

 

5.採用した技術に対する改善点、望まれる技術 

・今回使用したｸﾞﾗﾌﾞﾊﾞｹｯﾄは容重比10と剛性の高いものであったことから、爪の損傷は幾度かあったものの

ﾊﾞｹｯﾄ本体を損傷することはなかった。積算においてはﾊﾞｯｹｯﾄ容量によってのみ規格分けされているが、ﾊﾞ

ｹｯﾄ本体の剛性は重量によっても左右されることから、ｹｰｿﾝ撤去という特殊な作業においては、実績を積み

重ねることにより、そのあたりの配慮が必要と考えられる。 

・本工事は試験的に揚土作業を行うことになっていた。その中で撤去したｺﾝｸﾘｰﾄ塊が大きくなればﾊﾞｯｸﾎｳの

みによる揚土が難しく、今回の工事では大型ﾌﾞﾚｰｶを併用して土運船の中で小割りすることが必要になっ

た。今後揚土作業を行う場合には、大型のｺﾝｸﾘｰﾄ塊が多くなるようだと、揚土作業の効率が悪くなること

から、一旦ｸﾗﾑｼｪﾙまたは起重機船を使用して大きなｺﾝｸﾘｰﾄ塊のまま揚土するなどの対応が必要と考えられ

る。 

 

 

6.今回の取組を通じ、将来の災害対応の為に準備すべきと感じた事項 

・本来ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物を撤去するためにｸﾞﾗﾌﾞ浚渫船は作られていない。まして大型のｹｰｿﾝの撤去ともなると、

その置かれた状況、構造によってﾊﾞｹｯﾄ及び本船への負荷は千差万別である。大型で容重比の大きなｸﾞﾗﾌﾞ

ﾊﾞｹｯﾄを使用すればそれだけﾀﾞﾒｰｼﾞは少ないだろうが数に限りがあり、すべての工事に対応することは難し

いのが現状である。将来的にはｺﾝﾘｰﾄ構造物破砕専用のﾊﾞｹｯﾄを開発する必要があるのではないだろうか。

特に鉄筋切断等の機能を兼ね備えたものが有効と考えられる。 

 

 

NETIS登録  
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